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１  調査結果 

福井県環境放射能測定技術会議は、第 268 回定例会議において、「2022 年度調査計画

書（ＦＥＲＣ第 54 巻６号）」に基づき、表 １-１のとおり 2022 年４月～６月の調査を

行い、結果について検討を行った。 
 

表 １-１ 今期の調査件数 

空間放射線量 線量率（連続） 97 地点 

 積算線量 27 地点 

放射能 浮遊じん（連続） 11 地点 

 環境試料 318試料 
 

調査結果を要約すれば、以下のとおりである。 

 

①  空間放射線量測定結果 

・空間放射線量率の連続測定および積算線量の測定において、県内原子力発電所に 

起因する線量上昇は観測されなかった。 

        （表 ３-３-１(p.31～p.44)、表 ３-３-２(p.45～p.46)参照） 

 

②  放射能測定結果 

・浮遊じんの放射能の連続測定では、県内原子力発電所に起因する変動は観測され 

ず、いずれも天然放射能のレベルであった。 

   （表 ３-３-３(p.47～p.48)参照） 

・海産食品の一部試料からセシウム-137が検出されたが、環境安全上問題となるレ 

ベルに比べてはるかに低い濃度であった。 

・陸土、指標海産生物、海水、および海底土の一部試料からセシウム-137が検出さ 

れたが、これまでの検出実績と比べて特に大きな変動は認められなかった。 

・検出されたセシウム-137は県内原子力発電所に起因するものではなく、過去の核 

実験フォールアウトが主要因と考えられる。 

                    （表 ３-３-４(p.49～p.60)参照） 

・大気中水分の一部試料から県内原子力発電所の放射性廃棄物管理放出に伴うトリ 
チウムが検出されたが、いずれも環境安全上問題となるレベルに比べてはるかに 
低い濃度であった。 

・雨水および海水の一部試料から県内原子力発電所の放射性廃棄物管理放出に伴う 
トリチウムが検出されたが、これまでの検出実績と比べて特に大きな変動は認め 
られなかった。 

                    （表 ３-３-５(p.61～p.65)参照） 

 

したがって、今期の調査結果において、県内原子力発電所に起因する環境安全上の問

題となる影響は認められなかった。 
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２ 測定結果の概要 

（１）空間放射線量測定結果 

①空間放射線量率の連続測定 

空間放射線量率連続測定（97地点）において観測された「月間の平均値＋標準偏差

（σ）の３倍（p.18(１)参照）」を超える線量率の上昇は、表 ２-１に示したよう

に、ほとんどが降雨によるものであった。また、降雨以外では、静穏時における大気

中ラドン娘核種濃度の上昇による影響が敦賀地区で３地点、美浜地区で２地点、大飯

地区で１地点、広域地区で４地点、計 10地点において最大で７時間認められた。そ

の他、これら以外の上昇は無く、県内原子力発電所に起因する空間放射線量率上昇は

観測されなかった。 

図 ２-１に各測定地点の今期の空間放射線量率測定結果を示す。図には、１時間値

をもとに算出した３ヶ月間の平均値および最低値～最高値の範囲を示している。 

（表 ３-３-１（p.31～p.44）参照） 

  表 ２-１ 「平均値＋３σ」を超えた原因とその時間数   （単位：時間） 

地区 (地点数) 
 原  因  

降 雨 降雨以外 発電所 

敦賀  (22)  0～26 0～7 0 

白木  ( 7)  12～20 0 0 

美浜  (13)  8～20 0～3 0 

大飯  (17)  10～22 0～1 0 

高浜  (15)  10～26 0 0 

広域  (23)  2～25 0～6 0 

（注１）上記の評価は１時間値をもとに行った。 

（注２）表中の時間数は、各地点で月ごとに集計し「平均値＋３σ」を超えた時間数の最低～最高

を示す。 
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② 積算線量（３ヶ月積算値） 

今期の積算線量測定結果を「測定値の取扱い(p.18(２)参照)」により評価した結果、

県内原子力発電所に起因する線量上昇は観測されなかった。図 ２-２に各測定地点の

積算線量測定結果を示す。 

（表 ３-３-２(p.45～p.46)参照） 
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（２）放射能測定結果 

① 浮遊じん放射能の連続測定 

原子力施設からの予期しない放射性物質の放出の早期検出および周辺環境への影

響評価を目的とした今期の浮遊じん放射能連続測定の結果、発電所に起因する人工

放射性核種を監視する指標としているベータ／アルファ放射能濃度比では、県内原

子力発電所に起因する変動は観測されなかった。また、ベータ放射能濃度およびアル

ファ放射能濃度は、いずれも天然放射能のレベルであった。 

（表 ３-３-３(p.47～p.48)参照） 

 

② 環境試料中のガンマ線放出核種の放射能分析 

ア）周辺住民等の被ばく線量の推定および評価を目的とした項目 

大気、陸水、農畜産物（原乳）、指標植物（ヨモギ）および海産食品を調査

した。このうち海産食品の一部からセシウム-137が検出されたが、過去５ヶ年

実績の範囲内であり、環境安全上問題となるレベルに比べてはるかに低い濃度

であった。 

 

イ）環境における放射性物質の蓄積状況把握ならびに原子力施設からの予期しない

放射性物質の放出の早期検出および周辺環境への影響評価を目的とした項目 

指標植物（松葉）、陸土、降下物、指標海産生物、海水および海底土を調査

した。このうち陸土、指標海産生物、海水および海底土の一部試料からセシウ

ム-137が検出されたが、過去５ヶ年実績の範囲内であり、これまでの検出実績

と比べて特に大きな変動は認められなかった。 

 

なお、いずれも県内原子力発電所に起因するものではなく過去の核実験フォールア

ウトが主要因と考えられる。 

表２-２に試料ごとに今期検出されたセシウム-137 の検出範囲を示す。 

 （表３-３-４(p.49～p.60)参照） 
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表 ２-２ 今期のセシウム-137分析結果 

単位:浮遊じん(mBq/m3)､原乳(Bq/L)、降下物(Bq/m2)､陸水･海水(mBq/L)､その他(Bq/kg)  

地区・期間 

試 料  

敦賀 白木 美浜 

今期 17～21年度 今期 17～21年度 今期 17～21年度 

浮 遊 じ ん － － － － － － 

陸   水  

 

 － － － － 

農畜産物(大根葉) ／ － ／ － ／ － 

農畜産物(精米)* ／ 0.1   ／ － 

農畜産物(原乳)     － － 

指標植物(ヨモギ) － ND～0.4 － ND～0.2 － ND～0.7 

指標植物(松葉) － － ／ 

 

－ － － 

陸   土 1.1～7.4 

 

 

0.8～25 ND～1.4 

 

 

 

ND～1.7 2.4～3.4 

 

 

0.8～7.7 

降 下 物 － － － － － － 

海産食品(魚類) 0.2 ND～0.3 ／ 0.1～0.2 0.1 0.0～0.2 

 〃（無脊椎動物） － ND～0.0 － ND～0.0 － ND～0.0 

 〃（海藻類） － － － － － － 

指標海産生物 － ND～0.1 － － ND～0.1 ND～0.1 

海   水 1.2～2.1 ND～2.2 1.4～1.7 ND～2.4 ND～1.7 ND～2.8 

海 底 土 － ND～3.2 － － ND～5.3 ND～9.4 

 
地区･期間 

試 料      

大飯 高浜 広域 

今期 17～21年度 今期 17～21年度 今期 17～21年度 

浮 遊 じ ん － － － －   

陸   水 － － － －   

農畜産物(大根葉) ／ － ／ －   

農畜産物(精米) * ／ － ／ －   

農畜産物(原乳)       

指標植物(ヨモギ) － － － ND～0.1 － ND～0.1 

指標植物(松葉) － － － － － － 

陸   土 1.2～2.3 0.9～3.0 1.8～1.9 ND～4.7 1.5 1.1～18 

降 下 物 － － － － － ND～0.1 

海産食品(魚類) ND～0.1 ND～0.2 0.1 ND～0.1   

 〃（無脊椎動物） 0.0 ND～0.1 － ND～0.0   

 〃（海藻類） － － － －   

指標海産生物 － － ND～0.1 ND～0.1 － ND～0.1 

海   水 ND～1.3 ND～2.3 ND～2.0 ND～2.8 1.5 1.4～2.1 

海 底 土 － ND～3.3 0.5～1.5 ND～2.2   

（注１）実績欄の値は、対象となる試料の過去５ヶ年全ての測定結果を地区ごとに集計したものである。 

（注２）「／」は今期調査対象外、「ND」または「－」は検出限界値未満、「0.0」は 0.05 未満で検出限界値以上の測定値である

ことを示す。 

＊ 過去実績は調査を開始した 2019 年度～2021年度のみ。  
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③ 環境試料中のトリチウムの放射能分析 

ア）周辺住民等の被ばく線量の推定および評価を目的とした項目 

大気中水分および陸水を調査し、このうち大気中水分の一部試料からは、県

内原子力発電所の通常の放射性廃棄物管理放出に伴うトリチウムが検出された

が、環境安全上問題となるレベルと比べて、はるかに低い濃度であった。 

 

イ）環境における放射性物質の蓄積状況把握ならびに原子力施設からの予期しない

放射性物質の放出の早期検出および周辺環境への影響評価を目的とした項目 

雨水および海水を調査し、いずれも一部試料から、県内原子力発電所の通常

の放射性廃棄物管理放出に伴うトリチウムが検出されたが、これまでの検出実

績と比べて特に大きな変動は認められなかった。 
 

表 ２-３に、試料ごとに今期検出されたトリチウムの検出範囲を示す。 

(表３-３-５(p.61～p.65)参照) 

           表 ２-３ 今期のトリチウム分析結果       

地区･期間  

試料      

敦賀 白木 美浜 

今期 17～21年度 今期 17～21年度 今期 17～21年度 

大気中水分 ND ～ 2.4 ND ～ 3.6 0.7 ～ 1.0 ND ～ 1.8 0.9 ～ 1.9 0.7 ～ 3.0 

陸  水   0.7 ND ～ 1.1 ND ～ 0.4 ND ～ 1.2 

雨  水 0.6 ～ 1.2 0.5 ～ 1.9 0.8 ～ 1.2 ND ～ 1.8 0.7 ～ 1.1 0.5 ～ 2.5 

海  水 ND ～ 0.8 ND ～ 20 0.7 ～ 0.9 ND ～ 1.1 0.5 ～ 0.6 ND ～ 3.7 

 

地区･期間  

試料      

大飯 高浜 広域 

今期 17～21年度 今期 17～21年度 今期 17～21年度 

大気中水分 1.7 ～ 3.4 0.7 ～ 6.2 4.5 ～ 7.7 1.1 ～ 12 0.6 ～ 1.1 ND ～ 1.6 

陸  水 － ND ～ 1.3 ND ～ 0.8 ND ～ 1.1   

雨  水 1.6 ～ 2.2 0.7 ～ 3.0 1.1 ～ 2.6  0.5 ～ 7.3 － ND ～ 1.2 

海  水 0.4 ～ 1.0 ND ～ 5.8 1.9 ～ 9.9 ND ～ 12 0.4 － 

（注１）実績欄の値は、対象となる試料の過去５ヶ年全ての測定結果を地区ごとに集計したものである。 

（注２）「／」は今期調査対象外、「ND」または「－」は検出限界値未満であることを示す。 

                                                             

（参考）成人の預託実効線量が 0.05 ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄとなる大気および食品中の核種濃度 

（単位：大気（mBq/m3）、飲料水・牛乳(Bq/L)、その他（Bq/kg生)） 

             大気 飲料水 葉菜 穀類 牛乳 魚類 
無脊椎 

動物 
海藻類 

  137Ｃｓ 160 4.0 110 25 53 53 530 260 

    ３Ｈ  
340,000 

〔34,000〕 
2,900 33,000 7,800 16,000 16,000 160,000 82,000 

１日あたり

の摂取量 
22.2 m3 2.65 L    100 g 420 g 200mL 200 g  20 g    40 g  

・１核種のみが一定濃度で存在したと仮定し、1日当たり摂取量を 1年間摂取し続けた場合の大気および食品中の放射能濃度。 

・１日当たり最下段の量を１年間摂取し続けるとした場合の濃度。海藻や葉菜の保存後の放射能の減衰は考慮されていない。 

・大気、飲料水以外のトリチウムは有機結合型トリチウムとした場合の値。 

・〔 〕の濃度は、年間の平均水分量を 10mL/m3と仮定して算出したものであり、単位は Bq/Lである。 

（単位：Bq/L） 
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（１）調査方法 

① 調査期間： 2022年４月～2022年６月 

 

② 調査機関および測定項目 

県  (Ａ)： 線量率（連続）、積算線量、浮遊じん（連続）、大気中ヨウ素-131、浮遊じん、陸水、 

農畜産物、指標植物、陸土、降下物、海産食品、指標海産生物、海水、海底土、 

大気中水分、雨水 

原電(Ｂ)： 線量率（連続）、積算線量、浮遊じん、指標植物、陸土、降下物、海産食品、 

指標海産生物、海水、海底土、大気中水分、雨水 

関電(Ｃ)： 線量率（連続）、積算線量、浮遊じん、指標植物、陸土、降下物、海産食品、 

指標海産生物、海水、海底土、大気中水分、雨水 

機構(Ｄ)： 線量率（連続）、積算線量、浮遊じん、陸土、降下物、海産食品、指標海産生物、海水、 

海底土、大気中水分、雨水 

 

③ 調査件数 

空間放射線量 線量率（連続）  ９７地点 

積算線量 ２７地点 

放
射
能 

浮遊じん（連続）  １１地点 

環
境
試
料 

ガンマ線放出 

核種分析 

 

大気中ヨウ素-131（粒子状）  ２１試料 

    〃   （ガス状） ２１試料 

浮遊じん   ４５試料 

陸 水（水道水）   ７試料 

農畜産物（原 乳） １試料 

指標植物（ヨモギ） ６試料 

指標植物（松 葉） ５試料 

陸 土    １１試料 
降下物  ３３試料 

海産食品（魚類） ７試料  
海産食品（無脊椎動物） ５試料  
海産食品（海藻類） １２試料  
指標海産生物（ホンダワラ） ２２試料  
海 水   １７試料 
海底土   １９試料 

トリチウム分析 

 

大気中水分  ４２試料 

陸 水（水道水）   ７試料 

雨 水 １１試料 

海 水 ２６試料 

合計 ３１８試料 

 

 
④ 測定器： 2022年度原子力発電所周辺の環境放射能調査計画書に記載のとおり。 

 
⑤ 測定法： 2022年度原子力発電所周辺の環境放射能調査計画書に記載のとおり。 
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＜表 ３-３-１に関する注釈＞ 
１ 2019年度（令和元年度）以降に生じた設置地点の状況変化等を以下に示す。 

（１） 県（Ａ） 

①  遠敷Ａ、疋田Ａ、南条Ａ、神子Ａおよび鳥羽Ａは、2020 年３月に同一敷地内におい

て金属筐体状の簡易型観測局からアルミ製固定観測局に移転・建替えを行ったため、測

定条件が変化した。参考のため、移転・建替え前後の統計値を表１に示す。 
 

表 １ 観測局移転・建替に伴う線量率の変化          単位：nGy/h 

観測局 最高値 最低値 
平均値 

（Ｍ） 

標準

偏差

（σ） 

Ｍ＋３σを超 えた

原因とその時間 

降雨 その他 

遠敷Ａ 

建替前 58.7 42.2 44.9 2.6 12 0 

建替後 53.4 33.8 36.0 2.7 14 0 

３月全期間 58.7 33.8 40.0 5.2 6 0 

疋田Ａ 

建替前 103.1 68.7 75.9 4.8 11 0 

建替後 108.5 79.0 83.3 3.6 11 0 

３月全期間 108.5 68.7 80.0 5.6 5 0 

南条Ａ 

建替前 88.1 62.4 67.2 3.0 7 0 

建替後 74.2 43.5 48.7 4.3 10 0 

３月全期間 88.1 43.5 57.1 10.0 1 0 

神子Ａ 

建替前 84.9 62.5 66.3 3.1 9 0 

建替後 64.6 48.4 50.3 2.2 10 0 

３月全期間 84.9 48.4 57.5 8.4 1 0 

鳥羽Ａ 

建替前 68.1 45.1 48.7 2.9 9 0 

建替後 76.9 46.7 50.7 3.2 12 0 

３月全期間 76.9 45.1 49.8 3.2 17 0 
※ 建替前は 3/1 1時～3/14 24時、建替後は 3/15 1時～3/31 24時の集計データを示す。 

 
②  立石Ａは、2022 年６月から設置された工事用の足場により周辺環境が変化し、線量

率が低下している。 
 
（２） 関電（Ｃ） 

①  田井Ｃは、2019年９月下旬から 2020年３月にかけて原子力災害対策施設整備工事が  

行われ周辺環境が変化した。 

 
②  宮留Ｃ、西津Ｃ、名田庄Ｃは、2021 年３月に測定装置の更新およびコンクリート製観  

測局からアルミ製観測局に移転・建替えを行ったため、測定条件が変化した。参考のた

め、測定装置の更新および観測局移転・建替え前後の統計値を表２に示す。 
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表 ２ 測定装置の更新および観測局移転・建替に伴う線量率の変化 単位：nGy/h 

観測局 最高値 最低値 
平均値 

（Ｍ） 

標準

偏差

（σ） 

Ｍ＋３σを超 えた

原因とその時間 

降雨 その他 

宮留Ｃ 

移転・建替前 68.6 36.6 39.4 7.7 1 0 

移転・建替後 49.7 19.3 21.7 3.4 13 0 

３月全期間 68.6 19.3 22.3 4.9 19 4 

西津Ｃ 

移転・建替前 50.0 33.1 34.6 4.0 1 0 

移転・建替後 62.1 35.1 37.6 3.1 21 0 

３月全期間 62.1 33.1 37.5 3.2 21 0 

名田庄Ｃ 

移転・建替前 58.1 41.1 43.0 3.9 1 0 

移転・建替後 51.9 28.7 31.9 3.2 17 0 

３月全期間 58.1 28.7 32.3 3.9 16 0 
※建替前は 3/1～3/2、建替後は 3/3～3/31、全期間は 3/1～3/31(欠測期間を除く)の集計デ

ータを示す。 

 
③  大飯地区および広域地区の以下の観測局は、2021年３月に測定装置の更新およびコン  

クリート製観測局からアルミ製観測局に建替えを行ったため、測定条件が変化した。参

考のため、測定装置の更新および観測局建替え前後の統計値を表３に示す。 
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 nGy/h

  
  

68.5 34.8 37.7 8.3 1 0 
57.6 21.1 24.5 3.8 14 0 
68.5 21.1 25.0 4.7 13 0 
56.3 37.4 39.1 4.4 1 0 
49.9 26.7 29.9 2.8 16 0 
56.3 26.7 30.2 3.4 17 0 
58.2 38.9 40.7 4.6 1 0 
57.5 27.0 29.8 3.5 15 0 
58.2 27.0 30.2 4.1 16 0 
59.6 46.9 48.4 3.0 1 0 
58.7 33.4 37.6 2.9 15 0 
59.6 33.4 38.0 3.5 16 0 
68.3 42.9 45.1 5.9 1 0 
60.6 29.9 33.8 3.1 17 0 
68.3 29.9 34.2 3.9 15 0 
66.8 41.4 43.7 5.9 1 0 
58.7 27.4 30.6 3.4 14 0 
66.8 27.4 31.1 4.2 15 0 
63.7 35.7 37.9 6.5 1 0 
49.0 24.3 26.7 3.1 18 0 
63.7 24.3 27.1 3.8 16 0 
55.7 37.4 39.1 4.1 1 0 
48.1 20.9 23.3 3.3 20 0 
55.7 20.9 23.9 4.4 22 13 
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＜表 ３-３-２に関する注釈＞ 
 

積算線量は過去５ヶ年の平均値と比較して評価するため、2022年度の測定地点に関する 2017年

度以降に生じた設置地点の状況変化を以下に示す。 
 

（１）2017年度の状況変化 

なし 
 
（２）2018年度の状況変化 

なし 
 
（３）2019年度の状況変化 

   なし 
 
（４）2020年度の状況変化 

なし 
 
（５）2021年度の状況変化 

①2018年度に実施した平常時モニタリング実施内容の見直しに伴う積算線量測定地点の再配

置に従い、2021年度第 1四半期より下記の測定地点で測定を開始した。 

測定開始地点：鞠山Ａ、松島Ａ、元比田Ｄ、畑村Ｃ、河村Ｃ、野尻Ａ、三森Ａ、神野Ｃ、若

宮Ｃ、下車持Ａ、今寺Ａ、白井Ｃ、上瀬Ｃ、坂田Ａ、関屋Ａ、西勢Ｃ、仏谷

Ａ 

  ②監視センターは 2021年度第 1四半期から電子線量計を採用したことから、大谷Ａ４、六路

谷Ａ４について、2021年度第 1四半期より地点番号をひとつ進め、それぞれ大谷Ａ５、六

路谷Ａ５とした。 

  ③関西電力は 2021年度第 1四半期から電子線量計を採用したことから、馬背川Ｃ２、菅浜Ｃ

２、宮留Ｃ３、西村Ｃ１、泊Ｃ２について、2021年度第 1四半期より地点番号をひとつ進

め、それぞれ馬背川Ｃ３、菅浜Ｃ３、宮留Ｃ４、西村Ｃ２、泊Ｃ３とした。 
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Ⅰ 各発電所の運転等の状況 

 

表 Ⅰ-１ 2022年 4月～6月の各発電所の運転実績 

施 設 名 
発電電力量 

（ＭＷＨ） 

最大電力 

（ＭＷ） 

稼働率 

（％） 

発電日数 

（日） 

日本原電㈱ 敦賀発電所  ２号機 0 0 0 0 

関西電力㈱ 美浜発電所  ３号機 0 0 0 0 

関西電力㈱ 大飯発電所 
 ３号機 26.6×10５ 1228 100 91 

 ４号機 0 0 0 0 

関西電力㈱ 高浜発電所 

 １号機 0 0 0 0 

 ２号機 0 0 0 0 

 ３号機 0 0 0 0 

 ４号機 15.2×10５ 928 75.2 69 
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表 Ⅰ-２ 各発電所の発電停止状況（2022年 6月末現在） 

施 設 名 
発電停止状況 そ の 他 

年月日 概  要 年月日 概  要 

日本原電㈱ 
敦賀発電所 

２号機 
 

11. 8.29～ 第 18回定期検査作業実施中 
・福島第一原子力発電所事故を踏

まえた安全性向上対策対応および

新規制基準等対応中 

 なし 
 

関西電力㈱ 
美浜発電所 

３号機 
 

21.10.23～ 第 26回定期検査作業実施中  
 

なし 

関西電力㈱ 
大飯発電所 

３号機 
 

 なし  なし 

４号機 
 

22. 3.11～ 第 18回定期検査作業実施中 22. 4. 6 
 

原子炉容器点検作業に伴う原

子炉下部炉心構造物取付け 

関西電力㈱ 
高浜発電所 

１号機 
 

11. 1.10～ 第 27回定期検査作業実施中 
・福島第一原子力発電所事故を踏

まえた安全性向上対策対応および

新規制基準等対応中 

 なし 

２号機 
 

11.11.25～ 第 27回定期検査作業実施中 
・福島第一原子力発電所事故を踏

まえた安全性向上対策対応および

新規制基準等対応中 

 なし 

３号機 
 

22. 3. 1～ 第 25回定期検査作業実施中 

 

 なし 

４号機 
 

22. 6. 8～ 第 24回定期検査作業実施中 

 

 なし 
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表 Ⅰ-３ 各発電所の廃止措置作業状況（2022年 6月末現在） 
施 設 名 区分 年月日 概  要 

敦賀発電所１号機 
廃止措置 

17. 4.19 

17. 4.19～ 

廃止措置計画認可 

廃止措置作業中 

定期検査   

新型転換炉原型炉 
ふげん＊ 

廃止措置 

08. 2.12 

08. 2.12～ 

21. 3.22～ 

 

廃止措置計画認可 

廃止措置作業中 

原子炉建屋内の機器等の解体撤去（Ｂループ側）作 

業中 

定期検査   

高速増殖原型炉 
もんじゅ 

廃止措置 

18. 3.28 

18. 3.28～ 

22. 3.30～ 

22. 6.23 

22. 6.24～ 

廃止措置計画認可 

廃止措置作業中 

燃料体の取出し（原子炉容器→炉外燃料貯蔵槽） 

 

燃料体の処理（炉外燃料貯蔵槽→燃料池） 

定期検査 21. 9.14～ 第２回定期事業者検査実施中 

美浜発電所１号機 
廃止措置 

17. 4.19 

17. 4.19～ 

22. 4. 1～ 

22. 5.31 

22. 6. 1～ 

廃止措置計画認可 

廃止措置作業中 

原子炉周辺解体撤去の作業エリア構築に向けた作 

業環境調査実施 

原子炉周辺解体撤去に向けた解体作業範囲の詳細 

調査実施中 

定期検査   

美浜発電所２号機 
廃止措置 

17. 4.19 

17. 4.19～ 

22. 4. 1～ 

22. 5.31 

22. 6. 1～ 

廃止措置計画認可 

廃止措置作業中 

原子炉周辺解体撤去の作業エリア構築に向けた作 

業環境調査実施 

原子炉周辺解体撤去に向けた解体作業範囲の詳細 

調査実施中 

定期検査   

大飯発電所１号機 
廃止措置 

19.12.11 

19.12.11～ 

20. 4. 1～ 

廃止措置計画認可 

廃止措置作業中 

２次系設備の解体撤去作業中 

定期検査   

大飯発電所２号機 
廃止措置 

19.12.11 

19.12.11～ 

20. 4. 1～ 

廃止措置計画認可 

廃止措置作業中 

２次系設備の解体撤去作業中 

定期検査   

 ＊：2018年４月１日付けで組織名を改正した。 
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表Ⅱ-４ 2022年 4月～6月の各発電所の液体廃棄物中ストロンチウム－89、90  

施 設 名 

ストロンチウム－89 ストロンチウム－90 

平均濃度 

（Bq/cm３） 

放出量 

（Bq） 

平均濃度 

（Bq/cm３） 

放出量 

（Bq） 

 敦賀発電所 － － － － 

 新型転換炉原型炉ふげん － － － － 

 高速増殖原型炉もんじゅ － － － － 

 美浜発電所１,２号機 － － － － 

   〃   ３号機＊ ／ ／ ／ ／ 

 大飯発電所１,２号機 － － － － 

   〃   ３,４号機 － － － － 

 高浜発電所１,２号機 － － － － 

   〃   ３,４号機 － － － － 

（注）[／]は放出実績なし、[－]は検出限界値未満であることを示す。  

＊：美浜３号機の定期検査に伴い、連絡配管により１，２号機放水口から放出した。（4/1～6/30） 
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付録１ 

大気中水分、雨水（降下物）のトリチウム分析結果について 

 
【測定の目的・経緯】 

  大気中水分、雨水（降下物）のトリチウムの測定については、1996年度から定期調査として報

告を開始し、2005年度からは、大気中水分を期間調査から月間調査に、雨水を月間調査から期間

調査に変更した。 

 トリチウムは表に示すように単位放射能当たりの線量への寄与が他の主要な核種と比べ数百分

の１～数千分の１と小さく、環境安全上大きな問題となるものではないが、放射性ヨウ素や60Co 

等の放射性核種の放出がほとんどなくなったことから、環境モニタリングにおいて相対的にトリ

チウムの比重が高くなっており、また、希ガスを除けば、定常的に放出される唯一の核種である

ので、定期調査に加えたものである。 

  県内で多数を占める軽水型原子炉施設を例にとれば、気体廃棄物中のトリチウムは、海への液

体廃棄物の放出とは異なり、使用済燃料プールや定期検査時の原子炉キャビティーからの蒸発や

格納容器パージがあるため、ほぼ定常的に発生し、放出される。 

 大気中水分のトリチウム分析は、吸入に伴う内部被ばく線量を把握するためであり、雨水（降

下物）については、雨によるウォッシュアウト（洗い落し）効果によって大気中のトリチウムが

地表にもたらされることや、空気中の水蒸気と地表面に溜まった水とが比較的容易に入れ代わる

こと等から、大気中水分の測定結果を解釈する際の参考として分析しているものである。トリチ

ウムの存在形態としてはHTやT２のようなガス状の存在も考えられるが、環境では速やかにHTO に

変換するとされているので、水分を採取することとしている。                

表 １Bqを経口または吸入摂取した場合の成人の実効線量係数 （µSv/Bq） 
 
   
 
   
 
   
 
   
 
   

   経 口 摂 取                  吸 入 摂 取               
  3H 1.8 ×10－5            1.8 ×10－5 

 60Co 3.4 ×10－3 (３Hに対する倍数 190) 3.1 ×10－2 (３Hに対する倍数 1,700) 
131I  1.6 ×10－2 (    〃     890) 1.5 ×10－2 (    〃           830) 
137Cs 1.3 ×10－2 (    〃         720) 3.9 ×10－2 (    〃         2,200) 

【試料の採取・測定法】 

 大気中水分は線量率連続モニタの観測局等に設置した除湿器により月毎に採取し、雨水は降下

物の核種分析用の水盤または別の水盤から月ごとに分取して３ケ月分まとめ（集合試料）、蒸留

等の前処理を行ったものを低バックグラウンド液体シンチレーション検出器により測定してい

る。 

【発電所影響の評価法】 

 測定結果はBq/Lで報告するが、大気中水分の吸入による預託実効線量はトリチウムの大気中濃

度（Bq/m３）から求める。このため、大気中水分のトリチウム（Bq/L）に当該期間の平均気温と平

均相対湿度を用いて求めた空気中の水分量（L/m３）を乗じて大気中濃度（Bq/m３）を算出して評価

を行う。 

過去実績（1975～2021年度）の月間最大値として、高浜地区の大気中水分から2007年11月に52 

Bq/Lが検出されている。仮に100Bq/Lのトリチウム濃度の水分を含む空気を成人が年間連続して呼

吸し続けると仮定した場合、表の線量換算係数および１日の呼吸量を用いれば、 
 

  (100Bq/L× 0.0111L/m３＊) ×22.2m３/日× 365日× 1.8×10－５µSv/Bq＝ 1.6×10－1µSv 
 
と計算される。これは、発電用原子炉施設周辺の公衆の線量目標50µSvまたは2008年国連科学委員

会報告によるラドン等の吸入による内部被ばく線量1.26mSvと比べ、無視し得る極めて小さな値で

ある。 

なお、大気中水分のトリチウム濃度（Bq/L）は、空気中の水分量が気温や相対湿度によって変

動するため、季節によって３～４倍値が異なることに注意を要する。 

＊ 0.0111L/m３は敦賀特別地域気象観測所における2021年度の平均気温および平均相対湿度を基

に計算した空気中の水分量である。 
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付録２ 

  軽水型原子力発電所に対する線量目標値 

 ICRPの基本的な考え方である「as low as reasonably achievable」の取入れに関して、旧原子

力安全委員会において「発電用軽水型原子炉施設周辺の線量目標値に対する評価指針」（1976年

９月制定、2001年３月最終改訂）が制定されている。

 この指針によれば、発電用軽水炉施設の通常運転時における環境への放射性物質の放出に伴う

周辺公衆の線量を低く保つための努力目標として、施設周辺の公衆の線量についての目標値は下

記の通りである。 

○実効線量  50マイクロシーベルト／年〔＝50μSv/y〕 

 １敷地の全軽水型原子炉から環境に放出される放射性物質による実効線量。具体的には発電所

周辺の集落における食生活等が標準的である人を対象とし、現実的と考えられる計算方法および

パラメータにより算出する。 

①気体廃棄物については、放射性希ガスからのガンマ線による外部被ばくおよび放射性ヨウ素の

体内摂取による内部被ばく。

②液体廃棄物については、海産物を摂取することによる内部被ばく。

 これらの目標値を積極的に達成するために、各原子力発電所では放射性廃棄物の環境への放出

について、保安規定で放出管理目標値や放出管理の基準値を次に示すように定めている。 

 なお、放出管理の基準値は、放射性液体廃棄物中のトリチウムのように、人への影響が非常に

小さいことから放出管理目標値が定められない放射性物質に対して、放出量の目安値として定め

られている。 
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＜放射性気体廃棄物の放出管理目標値＞ 

①希ガス                                                           （単位：Bq/年） 
 
敦賀発電所 ふげん もんじゅ 

美浜発電所 
大飯発電所 高浜発電所 

１，２号機 ３号機 

 1.3×1015 ＊１ －＊２ 5.5×1012 ＊３ －＊４ 1.0×1015 ＊４ 1.0×1015 ＊５ 3.3×1015 
 
 

②ヨウ素－131                                                     （単位：Bq/年） 
 
敦賀発電所 ふげん もんじゅ 

美浜発電所 
大飯発電所 高浜発電所 

１，２号機 ３号機 

 1.2×1010 ＊１ －＊２ －＊３ －＊４ 2.5×1010 ＊４ 2.5×1010 ＊５ 6.2×1010 
 
 

③粒子状物質（コバルト－60）                                       （単位：Bq/年） 
 
敦賀発電所 ふげん もんじゅ 

美浜発電所 
大飯発電所 高浜発電所 

１，２号機 ３号機 

 5.9×10７ ＊６ －＊７ － 2.6×10８ ＊８ － － － 
 
 

④トリチウムを除く         （単位：Bq/年）  
 
敦賀発電所 ふげん もんじゅ 

美浜発電所 
大飯発電所 高浜発電所 

１，２号機 ３号機 

 － 8.7×1012 ＊７ － － － － － 
 
 

⑤トリチウム（3Ｈ）                                           （単位：Bq/年） 
 
敦賀発電所 ふげん もんじゅ 

美浜発電所 
大飯発電所 高浜発電所 

１，２号機 ３号機 

 － 3.1×1011 ＊７ － － － － － 
 

 

＜放射性液体廃棄物放出管理目標値＞ 

①コバルト－60                                             （単位：Bq/年） 
 
敦賀発電所 ふげん もんじゅ 

美浜発電所 
大飯発電所 高浜発電所 

１，２号機 ３号機 

 － － － 2.1×10７ ＊８ － － － 
 

②トリチウムを除く＊９        （単位：Bq/年）  

 
敦賀発電所 ふげん もんじゅ 

美浜発電所 
大飯発電所 高浜発電所 

１，２号機 ３号機 

 7.4×1010 3.8×10８ ＊７ 4.7×10８ ＊10 －＊４ 3.7×1010 ＊４ 7.4×1010 ＊５ 1.4×1011 
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＊１ 「敦賀発電所」は敦賀１号機の廃止措置計画の認可を受け、放出管理目標値を変更した。 

（保安規定改正日；2017年４月 19日） 

＊２ 「ふげん」は運転終了に伴い、炉心から燃料がなくなったことから、希ガス、ヨウ素-131の放出管理

目標値を削除した。（保安規定改正日；2003年 10 月 1日） 

＊３ 「もんじゅ」は、廃止措置計画の認可を受け、希ガス、ヨウ素-131の放出管理目標値を変更した。 

（保安規定改正日；2018年４月１日） 

＊４ 「美浜発電所」は美浜１，２号機の廃止措置計画の変更認可を受け、１，２号機と３号機に分けた放出

管理目標値等に変更した。（保安規定改正日；2022年３月 23日） 

＊５ 「大飯発電所」は大飯１，２号機の廃止措置計画の認可を受け、放出管理目標値等を変更した。 

（保安規定改正日；2019年 12月 11日） 

＊６ 「敦賀発電所」は敦賀１号機の廃止措置計画の認可を受け、敦賀１号機の廃止措置に伴い発生する粒子

状放射性物質（コバルト－60）を放出管理目標値に追加した。（保安規定改正日；2017年４月 19日） 

＊７ 「ふげん」は廃止措置計画の変更認可を受け、原子炉周辺設備解体撤去期間以降に実施する工事等に伴

う値に変更した。（保安規定改正日；2019年７月 22日） 

＊８ 「美浜発電所」は美浜１，２号機の廃止措置計画の変更認可を受け、原子炉周辺設備解体撤去期間以降

に実施する工事等に伴い発生する放射性気体廃棄物の粒子状放射性物質（コバルト－60）および放射

性液体廃棄物（コバルト－60）を放出管理目標値に追加した。（保安規定改正日；2022年３月 23日） 

＊９ 放射性液体廃棄物のトリチウム（3Ｈ）に関しては、各発電所の保安規定に以下の放出管理の基準値等

が設けられている。 

                       （単位：Bq/年） 

 
敦賀発電所 ふげん もんじゅ 

美浜発電所 
大飯発電所 高浜発電所 

１，２号機 ３号機 

 7.7×1013 2.6×1012 ＊７ 2.8×1012 ＊10 1.7×1013 ＊４ 5.5×1013 ＊４ 1.7×1014 ＊５ 2.2×1014 
 

＊10 「もんじゅ」は、廃止措置計画の認可を受け、放出管理目標値を変更した。 

（保安規定改正日；2018年４月１日） 

 

-81-



-82-



  

  

 

 

 




	前半部分.pdf
	後半部分.pdf
	2022_17 参考資料他　中目次●
	2022_18 参考Ⅰ運転等の状況A▲
	2022_19 表Ⅱ-1 気体廃棄物A▲
	2022_20 表Ⅱ-2 液体廃棄物A▲
	2022_21 表Ⅱ-3 廃棄物組成A▲
	2022_22 表Ⅱ-4液廃中のSrA▲
	2022_23_付録1A●
	2022_24_付録2参考資料Ⅳ目標値A▲
	2022_26_ 裏表紙●

	空白ページ
	空白ページ



